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は じ め に 

 

 綾部市は、昭和２５年８月に綾部町、中筋村、吉美村、西八田村、山家村及び口上

林村が合併して京都府で４番目の市として誕生しました。 

 本市の水道事業は、昭和２７年３月に計画給水人口１万２千人として工事に着手し、

昭和２８年１１月に１日最大給水量２，１６０㎥の規模で旧綾部町区を対象に給水を

開始して以来、市勢の伸展などに合わせて、６次にわたる水道施設の拡張事業を実施

するなど、新たな第三浄水場、第一浄水場の老朽化に伴う建設を行いつつ、安全な水

の安定的に供給するための事業・運営に努めてきました。また、市周辺部においても、

従前の簡易水道３４か所、飲料水供給施設９か所の統廃合により簡易水道９か所に統

合整備し、飲料水供給施設３か所となりました。 

また、令和２年度４月より簡易水道事業を経営統合し、合わせた地域を上水道事業

の給水区域として運営しています。 

現在では、計画給水人口３３，５００人、１日最大給水量１８，１００㎥とした事

業認可を受けているところです。 

 水道は生活する上で必要不可欠であり、安全・安心な水を安定的に供給することは

水道事業に携わる者の最も基本的な使命です。 

本市では、水道に係る課題を解消しながら安全・安心な水をご使用いただくために

計画的に事業を行い、現在次に掲げる重点的課題を解消するために積極的に取り組ん

でいます。 

 

① 生活基盤の向上・改善を図るため水洗化を全市域で取り組んでおり安定した

水量の供給が必要となっています。 

② 水道はライフラインとして大きな役割を果たしており、災害時に備えた強い

水道の構築が必要となっています。 

③ 経年管の布設替えや老朽施設等の更新を計画的に進めます。 

 

また、水道水源の中にクリプトスポリジウム等の病原性微生物が確認されるなど水 

道を取り巻く環境問題も深刻になってきています。 

水道の安全性を確保するために、水道関係法令で定められている水質基準項目検査 

を中心に、独自でも設定した検査を行い、水質基準に適合した水を供給します。 

水質検査の透明性を確保するため、水道事業者が毎事業年度の開始前に水質検査計 

画を策定し公表することが、水道法施行規則によって義務付けられています。 

本市におきましても、水質に係る動向を踏まえた上で水道法施行規則に基づき、毎 

年度に「水質検査計画」を策定し、使用者の皆様に安全・安心な水を供給するだけで

なく、水質検査の実態を理解していただき、水に対する要望・意見等を通じ水道事業

者と使用者の皆様方が一体となった水道事業を目指しています。 

 



 

 

 

水質検査計画について 

 

水質検査計画は、綾部市の上水道使用者の水質への関心及び理解を一層高めるとと

もに、皆様に水質への信頼を深めていただくことを目的として、本市が実施する水質

検査等の地点、頻度、項目等について、水道法施行に伴い、平成１７年度より策定し

公表しています。 

 本市では、水道法に基づく水質基準の適合状況の把握するための給水栓（各浄水場

を代表する給水栓）の水質検査及び、浄水場水源の原水及び水処理後の浄水の水質検

査を実施しています。 

 令和２年度の経営統合により整備された８箇所の浄水場（六つの給水エリア）につ

いて、水道法に基づく水質検査を計画し、上水道の給水区域外に在る特定の公共井戸

（従前のその他水道（飲料水供給施設）等）の水質に係る検査を継続受託し、総じて

水質検査計画を策定し管理を行っています。 

 また、厚生科学審議会答申等を得て、必要な知見の収集等を実施し、水質検査基準

等の逐次検討し変更点を改訂しています。 

 

  

 以上の内容で令和７年度においても、この「水質検査計画」に基づき水質管理に努

めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【表紙の写真】 

・綾部市第一浄水場 

 平成 29 年度稼働、ろ過能力：7,500 ㎥/日 
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１ 水質検査計画に関する基本方針 

 綾部市では、安全・安心な水道水をお客様へお届けするため、水源から給水栓まで

の水質管理を行うとともに、水道法に基づく水質基準に適合しているかどうかの水質

検査を行っています。 

 水質管理を行う上で、検査項目、採水箇所及び検査頻度を定めた水質検査計画を策

定し、公表しています。 

 なお、水質検査計画は、以下の基本方針により策定しています。 

 

① 水質検査は、水道法で定められている項目及び水質管理上必要と判断する項目

について行います。 

② 水質検査は、浄水場の配水系統ごとに選定した給水栓（蛇口）において行いま

す。また、浄水場における水源より取水の原水及び浄水処理後の処理水（浄水）

についても検査を行います。 

③ 水質検査の頻度は、検査項目ごとに水源の状況や過去の検査結果をもとに、法

令で定められた頻度で水質検査を行います。 

 

 

２ 水道事業の概要 

綾部市の上水道事業は、８箇所の浄水場（内訳は、２箇所の川の表流取水、６箇所

の取水井を含む浄水施設）によって、取水・浄水処理を行い各家庭（水道使用者へ）

へ給水を行っています。また、特定の公共井戸（給水区域外に存する、３箇所）の供

給施設に係る水質を管理しています。 

上水道は昭和２８年、並松町に第一浄水場を建設し由良川（平成１８年度に取水位

置を野田町に変更。）を水源に給水を始めました。その後、市勢の伸展に伴い第二浄

水場、第三浄水場及び配水池等の施設の建設を行いながら、給水区域の拡大・給水施

設の整備を進めてきました。 

また、主に山間部の谷水や地下水、上林川等を水源とした山間・狭小地域は、簡易

水道及び飲料水供給施設として運営を行ってきましが、簡易水道事業への統合整備を

行い、安定した給水の確保、未普及地を解消するために事業を進めてきました。 

この様な整備推進の中、第一浄水場の老朽化に対応するため、寺町地内に新たに第

一浄水場の整備を行い、平成２９年１０月より稼働を始めました。 

この他に令和２年４月に旧簡易水道事業の９地区を上水道事業に経営統合し、すべ

てのエリアを上水道事業として運営しています。 

今後も、由良川・上林川をはじめとした良質・豊富な水源を活用し安全で清浄な水

の供給に努めます。 
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（１） 給水状況 

・綾部市の給水状況         （令和７年３月末 現在） 

区  分 上 水 道 

給水人口 ３０，５３６ 人 

計画給水人口 ３３，５００ 人 

給水戸数 １５，３２８ 戸 

計画給水量 １８，１００ ㎥/日 

年間総配水量 ４，７５６，９２４ 千㎥ 

 

・給水区域 

別添図「給水区域図」を参照。 

 

（２） 浄水施設の概要等 

 ・浄水場の所在地と概要 

 

●上水道の浄水施設【概 要】 

浄水場名称 所在地 水源及び種別 
処理能力 

(m３/日) 
浄水処理方式 凝集剤 消毒剤 

第一浄水場 寺町 由良川 表流水 7,500 
前処理 (除 Mn) 

→膜ろ過 

ポリ塩化ア

ルミニウム

（ＰＡＣ） 

次亜塩素

酸ソーダ 

第二浄水場 里町 由良川 浅井戸 8,200 急速ろ過 ― 〃 

第三浄水場 井倉町 由良川 浅井戸 9,050 急速ろ過 ― 〃 

上林浄水場 
五津合町 

明田 
浅井戸 地下水 360.0 膜ろ過 

ポリ塩化ア

ルミニウム

（ＰＡＣ） 

〃 

口上林浄水場 十倉名畑町 浅井戸 地下水 606.0 急速ろ過 

ポリ塩化ア

ルミニウム 

（ＰＡＣ） 

〃 

東八田浄水場 上杉町 浅井戸 地下水 427.0 急速ろ過 

ポリ塩化ア

ルミニウム

（ＰＡＣ） 

〃 

於与岐浄水場 於与岐町 山水 表流水 166.0 緩速ろ過 ― 〃 
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畑口浄水場 
五泉町 

五津合町 
浅井戸 地下水 147.0 緩速ろ過 ― 〃 

 

●水質管理を行う公共水道施設【概 要】 

 施設名称 所在地 水源及び種別 
処理能力 

(m３/日) 
浄水処理方式 消毒剤 

1 小仲 故屋岡町小仲他 山水 表流水 22.5 緩速ろ過 
次亜塩素酸

ソーダ 

2 草壁 睦寄町草壁 浅井戸 地下水 11.4 急速ろ過 〃 

 

3 

 

庄 睦寄町庄 浅井戸 地下水 18.0 粗ろ過 〃 

 

 

（３） 水道水質の原水及び浄水の状況 

ア 原水の状況 

原水の水質は概ね良好ですが、クリプトスポリジウム等の汚染に注意する必要 

があります。第一浄水場及び上林浄水場では膜ろ過方式を採用し、第二浄水場、

第三浄水場及び口上林浄水場については前塩素、凝集等沈殿処理から急速ろ過を

行う一連の浄水方式を導入する中で厳正な濁度管理を行っています。また、東八

田浄水場と於与岐浄水場は紫外線処理装置を設けて、クリプトスポリジウム対策

に留意し水質管理を実施しています。その他の浄水場等では、毎週１回の頻度で

クリプトスポリジウム等対策指針に基づき濁度検査を行うとともに、原水のレベ

ル（汚染可能性）に応じ、クリプトスポリジウム検査・指標菌検査を実施しなが

ら監視に努めています。クリプトスポリジウムの発生が確認された場合は、即時

に再検査を行い、安全性確保の対策を実施します。 

 由良川の水を取り入れている水源は、気候の変動及び降雨時による濁度上昇に

留意した水質管理を行います。 

その他、鉄、マンガン等自然界に存在するものを多く含む水源や、色度・濁

度・有機物質等を多く含む水源もありますが、これらは通常の浄水処理で十分除

去できています。 
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イ 浄水の状況 

原水の状況より水源によっては監視の必要な項目もありますが、浄水について

は全て水質基準を満たしており、安全で良質な水道水をご使用いただいています。 

 

３ 水質検査箇所 

水道法に基づく定期の水質検査を行う給水の外の検査箇所については、以下の地点 

で行います。 

（１） 給水（給水栓、蛇口） 

安全な水道水をご使用いただくために各浄水場等から配水される水道の配水系

統において、代表的な給水栓を指定して検査を行います。 

（２） 浄水場の原水及び浄水 

安全な水道水を供給するため、水源となっている河川および地下水等について

検査を行うとともに今後の水質の変化について監視を行います。 

また、第一浄水場、第二浄水場及び第三浄水場では、その浄水施設が正しく機

能し、適正に処理が行われているかを確認するため、浄水池の浄水について検査

を行います。 

 

４ 水質検査項目及び検査頻度 

水質検査は、水道法で検査が義務付けられている給水栓（蛇口、浄水場の配水系統

を代表する給水栓。）で採水した水（給水）に加え、水源付近の取水施設等で採水し

た原水と、第一浄水場、第二浄水場及び第三浄水場については、構内の浄水処理の水

（浄水）の検査を実施します。 

また、検査項目は、同法に基づき、「水質基準に関する省令」で規定する水質基準

項目及び水質管理上必要と判断する項目などとします。 

水質検査の頻度は、水源の状況や過去の検査結果に基づき定めます。 

検査等については、次のとおりとする。 

・「令和７年度 綾部市水道水質検査計画」 

・「令和７年度 綾部市水道水質検査項目及び回数」 

 

（１） 法令に基づく水質検査及び頻度 

定期の水質検査項目は、水道法で検査が義務付けられている水質基準項目（５

１項目）等と水質管理上留意すべきとされている水質管理目標設定項目（２７項

目）の他、クリプトスポリジウム・ジアルジア検査と指標菌検査・農薬類（水質

管理目標設定項目の内の一項、）について実施します。 

ア 毎日の検査 

  色、濁り及び消毒の残留効果の監視（残留塩素濃度を自動測定計器による常時

監視を行っています。）を行います。 

 

 

‐4- 



 ・色、濁り及び消毒の残留効果に関する検査 

水質検査項目 基 準 値 備   考 

色 ５度以下 目視により検査。 

濁り ２度以下 同上 

消毒の残留効果 

（残留塩素） 
0.1 ㎎/ℓ以上 同上 

  以上の検査は、目視による簡便な日常点検によるものとします。（検査の判断

基準は、「水質基準に関する省令」の定めるところの測定を必要としないため。） 

 

イ 定期の水質検査 

検査は、「水質基準に関する省令」に定める省略不可項目である１箇月１回項

目、３箇月１回項目について、水道法に基づき検査を行います。 

なお、水源の状況、過去の検査結果及び改正水質基準施行後の試験結果（過去

３ヶ年の検査結果により、その値が基準値と比較し 1/10 以下の場合は、３年に

１回以上とすることが出来る。）に基づき、省略可能な項目については省略して

実施します。 

その水質の状況を確認するため、水質基準項目検査（全項目５１項）を、１年

に１回、最も水質が悪化しやすい時期（８月）に実施します。また、水質管理目

標設定項目も同時に検査を行います。 

 

① 毎月行う検査（１１項目） 

省令で規定する項目（概ね１か月に１回以上検査を行わなければならない項

目）の９項目の検査に加え、藻類発生等に起因するカビ臭などを確認するため、

「ジェオスミン、２-メチルイソボルネオール」の２項目の検査を追加した１１

項目の検査を、全箇所において毎月１回行います。 

② ３か月１回行う検査（２６項目） 

   前項の毎月検査（１１項目）と、省令の規定により省略することができないと

される１２項目の合わせた２３項目を基本に、箇所によって、「  アルミニウム及

びその化合物、カルシウム・マグネシウム等（硬度）、蒸発残留物」を追加した

検査を３か月１回行います。 

  ③ 全項目検査（水質基準項目、５１項目） 

   省令で規定する５１項目（給水栓）とし、原水についても３９項目（全項目か

ら消毒副生成物と「味」を除く）の検査を行います。 

   その項目が３年に１回まで減ずることにおいても、水質の状況を確認するため、

検査頻度を１年に１回として検査を行います。 

④ 水質管理目標設定項目検査（２７項目） 

   その検査の義務はありませんが、水質管理上留意すべき項目として、水質基準

等に準じた検査を前項の全項目検査と同時（１年１回）に行います。 

   なお、令和２年に水質環境基準体系における監視強化の観点から「ペルフルオ
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ロオクタンスルホン酸（PFOS）及びペルフルオロオクタン酸（PFOA）」が水質管

理目標設定項目として暫定的に追加されました。本市では、第一浄水場、第二浄

水場及び第三浄水場の３箇所及びその他の５箇所の浄水場の原水、浄水において、

他の項目と同様に年 1 回実施します。 

⑤ 農薬類検査（水質管理目標設定項目の１５項目、農薬類１１５項目） 

   農薬類検査の実施に当たり、関係団体等へ聞取りによって、農薬の種別の調査

を行い、その検査の対象項目を１１５項目としました。 

水質管理目標設定項目検査と別に、その水源の環境状況に応じて「農薬類」の

試験を年 1 回、農繁期の５月に実施します。 

 

（２） 独自の水質検査 

ア 独自に定める定期検査 

   綾部市では、省令に規定する項目検査の外に水源及び水道水等の状況により、

以下の水質基準項目の検査を行います。 

 ① 「定期の水質検査」と同時に行う項目等の追加検査 

  水質基準項目検査、水質管理目標設定項目検査及び農薬類の検査をその状況等

に応じて実施します。 

  ② 「水道におけるクリプトスポリジウム等対策指針」に基づく検査 

   各浄水場（原水）において水系感染症を引き起こす可能性のある病原性微生物

クリプトスポリジウム等に関し安全な水質管理を行うため、「指標菌（大腸菌、

嫌気性芽胞菌）」「クリプトスポリジウム、ジアルジア」検査を各水源の状況等に

応じて実施します。 

  ③ 「アンモニア性窒素」の検査 

   第一浄水場、第二浄水場及び第三浄水場の原水において、環境汚染の影響を確

認するため、原水への検査を実施しています。 

  ④ 「全窒素」の検査 

   第一浄水場の水源である由良川の原水において、環境汚染の影響を確認するた

め、原水への検査を実施しています。 

  イ 水利使用に関する定期検査 

   第一浄水場において、その水源の水利使用に関する許可に係る水利使用規則に

基づき、由良川の水利を使用した浄水処理工程で排出する水について、水質基準

検査と別に、「ｐＨ値、生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）、化学的酸素要求量（Ｃ

ＯＤ）、浮遊物質（ＳＳ）」の水質試験を月 1 回（採水の時期は、その規定により

月初めに行う。）行い、国土交通省近畿地方整備局へ報告します。 

  

（３） 臨時の水質検査 

 次の場合、水道法に基づき必要に応じた適切な項目の検査を行います。 

ア 臨時の水質検査 

   水道水源の周辺等で、汚染物質の流入等による水質汚染事故等が発生し、水道
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水が水質基準に適合しない恐れのある場合に臨時の水質検査を行います。 

① 水源の水質が著しく悪化したとき。 

 ② 水源に異常があったとき。 

 ③ 水源付近、給水区域及びその周辺等において消化器系感染症が流行している

とき。 

 ④ 浄水過程に異常があったとき。 

 ⑤ 配水管の大規模な工事、その他水道施設が著しく汚染されたおそれがあると

き。 

 ⑥ その他特に必要があると認められるとき。 

イ 請求による水質検査 

   お客様から水道水に異常を認めたとき等に水質検査の請求をされた場合は、必

要な項目について検査を行います。 

 

５ 水質検査方法 

水質検査は、毎日の検査（前述の１日１回検査）を除く水質基準項目等の検査は、

水道法第２０条第３項に規定する登録検査機関へ業務委託契約を締結して行い、以下

の検査方法に従い実施しています。 

 検査方法については、次のとおりです。 

・  水質基準項目については、「水質基準に関する省令の規定に基づき厚生労働大

臣が定める方法」（平成 15 年厚生労働省告示第 261 号(最近改正を使用))に規

定する方法により検査を実施しています。 

・  その他、「水質基準に関する省令の制定及び水道法施行規則の一部改正等並び

に水道水質管理における留意事項について」（厚生労働省水道課長通知平成 15

年 10 月 10 日付健水発 1010001 号）に基づき実施するほか、「上水試験方法」

（最新版）の中から、選択し検査を行っています。 

・  指標菌及びクリプトスポリジウム等については、「水道における指標菌クリプ

トスポリジウム等の検査方法について」（厚生労働省水道課長通知平成 19 年 3

月 30 日付健水発第 0330006 号）(最近改正を使用）のクリプトスポリジウム

等の検査方法にて検査を実施しています。 

残留塩素測定については、前述の水質基準項目等の検査を行う給水箇所ごとに採取

者で行い、その方法は水道法施行規則第 17 条第 2 項の規定に基づき厚生労働大臣が

定める遊離残留塩素及び結合残留塩素の検査方法（平成 15 年 9 月 29 日厚生労働省告

示第 318 号(最新改正版を使用)によって行います。 

 

６ その他の留意事項 

（１） 水源の汚染源等について 

まず農業分野については、水質への影響が懸念される農薬類の使用状況につい

て農業関係機関等へ調査を行ったところ、管内の使用農薬では現在のところ環境

等への負荷は低いものと考えられ、今後も経過等を確認しながら監視していくこ
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ととしています。また畜産経営においては上林川沿いに数箇所みられますが、糞

尿処理について処理施設の整備並びに堆肥化利用が進み、沿線の圃場等の営農状

況の観点等より水質への影響は低いものの留意は必要と思われます。 

工業分野は由良川中流の北部に工業団地が存在し、立地企業が稼動しておりま

すが、産業排水については団地内で水処理を行っています。また、工場内の最終

出口付近で採水した水について水質試験を行い、排水基準に適合範囲内であるこ

とを、常に監視しながら周辺の河川へ放流が行われています。 

下水処理については、未だに未処理地区も多く存在していますが、現在、整備

促進中であり汚水処理も進んできています。 

今後も関係機関、関係部署からの情報収集に努めながら水源の状況を常に把握

し一層の水質管理を図っていきます。 

 

 

 

（２） 原水に係る水質検査の考え方 

現在、主な水源である由良川・上林川等は水質検査結果並びに周辺の状況で、 

見てみると産業排水、農業経営による農薬等の影響も確認されず、安定した水質

を保っています。今後、産業及び農業経営・生活雑排水等の様々な要因は考えら

れますが、関係機関の情報提供と水質検査結果を基に常時状態を把握しながら原

水の検査頻度を検討していくこととしています。現時点では年間で最も水質が悪

化すると考えられる５月から８月頃にかけて原水検査を行うことにより水質の状

態を把握します。今後、大きな水質変化が生じた場合、また水質変化が生ずるこ

とが予想される場合は検査頻度を見直し、より的確な状況把握に努めます。 

（３） 水質基準項目の定量下限値及び測定精度 

原則として基準値及び目標値の 1/10 の定量下限を確保し、1/10 付近において

変動係数（ＣＶ）が無機物では１０％以下、有機物では２０％以下の精度で水質 

留意すべき事項 主な対象項目 

・稲作農家を中心とした農繁期における農薬

散布 

ｐｈ値、硝酸態窒素及び亜硝酸態窒

素（窒素・リン・尿素等） 

・降雨による急激な濁度上昇 濁度・病原性微生物 

・下水未処理地区における各家庭の生活雑排

水 
病原性微生物 

・藻類の増殖 
２－メチルイソボルネオール、ジェ

オスミン 

・立地産業における排水、廃棄物等の処理 

農薬、ペルフルオロオクタンスルホ

ン酸（PFOS）及びペルフルオロオク

タン酸（PFOA）他 
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検査を行います。農薬に関しては、目標値の 1/100 を定量下限とし、変動係数

（ＣＶ）２０％以下を確保します。 

 

（４） 水道管等に係る衛生対策の状況 

経年水道管が多いため計画的な布設替えを行ってきました。また、鉛管対策

（鉛製の給水管をポリエチレン管への更新作業）も下水道整備に伴い取り替えを

終えています。今後も給水状況に留意しながら水道管の衛生対策を図っています。 

（５） 水質検査における精度管理及び信頼性保証について 

現在、水道分野では水道法第２０条に基づく水道水質検査結果の質を確保する

ため、水質検査の信頼性に関して、登録検査機関の国の登録、審査において水質

検査体制及び信頼性確保の措置が講じられている組織体制であることを確認して

いますが、日々の業務においても同様に求められていた措置が適切に講じられて

いることが重要です。    

よって、優良試験所基準（ＧＬＰ）の考え方を取り入れた信頼保証システム構

築が進められています。水道ＧＬＰとＩＳＯ/ＩＣＥ１７０２５の信頼性確保シ

ステムは、検査施設、検査員及び信頼性確保のための組織体制の審査のみでなく、

水質検査の過程を追跡して技術的能力を有することを確認した機関に対して認定

が与えられるものです。 

このことから、検査を委託する登録検査機関の信頼性を確認する上で、水道Ｇ

ＬＰ、ＩＳＯ/ＩＥＣ１７０２５の認定等の取得状況にも留意することが重要と

考えます。 

（６） 汚染の早期発見及び連絡通報体制について 

国土交通省・京都府・関係市町で構成する由良川水質汚濁防止連絡協議会の異

常水質時通報体制を整えており、汚染等による水質異常が発生した場合には即時

対処します。          

また、浄水場の自動監視装置により、残留塩素、濁度等の状況を常時監視して

います。 

 

７ 水質検査計画及び水質検査結果の公表 

 水質検査計画や水質検査結果についてはホームページでの公開、上下水道部上水道

課において閲覧できるようにします。 

 また、水道使用者の皆様のご意見・ご要望等をいただき、今後の水道事業に反映さ

せていきたいと考えておりますので、お気軽にお問い合わせ下さい。 
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お問い合わせ先：〒623-0005 綾部市里町小南４番地 

                  綾部市上下水道部上水道課整備担当 

                  電話 0773－42－1815 ＦＡＸ0773－42－1817 

                  電子メール：jyosuido@city.ayabe.lg.jp 

 

 

 



別表１

日付

11項目 51項目 39項目 11項目 11項目

α項目 25項目 20項目 α項目 α項目

PFOS アンモニア

採水箇所 給水 原水 給水 給水 原水 給水 原水 給水 給水 原水 給水 原水 給水 給水 原水 給水 原水 給水 浄水 原水

11項目 11項目 11項目 11項目 51項目 39項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目

12項目 25項目 20項目 12項目 12項目

PFOS

11項目 11項目 11項目 11項目 51項目 39項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目

12項目 25項目 20項目 12項目 12項目

PFOS

11項目 11項目 11項目 11項目 51項目 39項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目

12項目 25項目 20項目 12項目 12項目

PFOS クリプト

11項目 11項目 11項目 11項目 51項目 39項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目

12項目 25項目 20項目 12項目 12項目

PFOS クリプト

11項目 11項目 11項目 11項目 51項目 39項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目

12項目 25項目 20項目 12項目 12項目

PFOS

11項目 11項目 11項目 11項目 51項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目

14項目 25項目 14項目 14項目

11項目 11項目 11項目 11項目 51項目 39項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目

12項目 25項目 20項目 12項目 12項目

11項目 11項目 11項目 11項目 51項目 39項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目

13項目 25項目 20項目 13項目 13項目

11項目 11項目 11項目 11項目 51項目 39項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目

12項目 25項目 20項目 12項目 12項目

11項目 11項目 11項目 11項目 51項目 39項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目

13項目 25項目 20項目 13項目 13項目

PFOS アンモニア

悪水項目

11項目 11項目 11項目 11項目 51項目 39項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目

13項目 25項目 20項目 13項目 13項目

PFOS アンモニア

11項目 11項目 11項目 11項目 51項目 39項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目

13項目 25項目 20項目 13項目 13項目

PFOS アンモニア

11項目 11項目 11項目 11項目 51項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目

13項目 25項目 13項目 13項目

11項目 11項目 11項目 11項目 51項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目

13項目 25項目 13項目 13項目

11項目 11項目 11項目 11項目 51項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目 11項目

13項目 25項目 13項目 13項目

ＢＯＤ ＢＯＤ ＢＯＤ ＢＯＤ ＢＯＤ ＢＯＤ ＢＯＤ ＢＯＤ ＢＯＤ ＢＯＤ ＢＯＤ ＢＯＤ

ＣＯＤ ＣＯＤ ＣＯＤ ＣＯＤ ＣＯＤ ＣＯＤ ＣＯＤ ＣＯＤ ＣＯＤ ＣＯＤ ＣＯＤ ＣＯＤ

ＳＳ ＳＳ ＳＳ ＳＳ ＳＳ ＳＳ ＳＳ ＳＳ ＳＳ ＳＳ ＳＳ ＳＳ

その他

※　大腸菌は大腸菌及び嫌気性芽胞菌の検査

※　クリプトはクリプトスポリジウム及びジアルジアの検査

※　アンモニアはアンモニア性窒素の検査

※　悪水項目は硝酸態窒素及び亜硝酸態態窒素・鉄及びその化合物・マンガン及びその化合・塩化物イオン・有機物・PH・臭気・色度・濁度・全窒素・大腸菌数の検査

※　PFOSはペルフルオロオクタンスルホン酸（PFOS）及びペルフルオロオクタン（PFOA）酸の検査

大腸菌

大腸菌

大腸菌

大腸菌

大腸菌

大腸菌

農   薬
PFOS

クリプト

農   薬
PFOS

クリプト

PFOS

農　薬
PFOS
大腸菌

クリプト

クリプト

農   薬
アンモニア
悪水項目

PFOS

令和 7年度 綾部市水道水質検査計画

4月 5月 6月 7月 3月8月 9月

アンモニア
悪水項目

原水

アンモニア
大腸菌

悪水項目

アンモニア
悪水項目

1月11月 12月

上林浄水場

2月

11項目 11項目項目 11項目

10月

クリプト

11項目 アンモニア

第一浄水場
排水

安場

七百石

西原

第一浄水場

第二浄水場

東八田浄水場

大腸菌 クリプト

第三浄水場

庄水道

畑口浄水場

草壁水道

農   薬
PFOS

大腸菌

農   薬

農   薬
PFOS

クリプト

小仲水道

小畑

口上林浄水場

クリプト

於与岐浄水場

原水

大腸菌
悪水項目

11項目 11項目11項目

クリプト

原水

大腸菌
農   薬
PFOS

11項目
アンモニア
悪水項目

原水

悪水項目
クリプト

農   薬
PFOS



別表２

給水 原水 給水 原水 給水 原水 給水 原水 給水 原水 給水 原水 給水 原水 給水 原水 給水 原水 給水 原水 給水 原水 給水 原水 給水 原水 給水 原水 給水 原水
1 一般細菌 191 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 0 12 0 12 0 12 0
2 大腸菌 191 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 0 12 0 12 0 12 0
3 カドミウム及びその化合物 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
4 水銀及びその化合物 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
5 セレン及びその化合物 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
6 鉛及びその化合物 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
7 砒素及びその化合物 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
8 六価クロム化合物 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
9 亜硝酸態窒素 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0

10 シアン化物イオン及び塩化シアン 71 4 1 4 1 4 1 4 1 4 1 4 1 4 1 4 1 4 1 4 1 4 1 4 0 4 0 4 0 4 0
11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 29 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
12 フッ素及びその化合物 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
13 ホウ素及びその化合物 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
14 四塩化炭素 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
15 １・４－ジオキサン 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
16 シス-1・2-ジクロロエチレン及びトランス-1,2-ジクロロエチレン 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
17 ジクロロメタン 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
18 テトラクロロエチレン 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
19 トリクロロエチレン 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
20 ベンゼン 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
21 塩素酸 60 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0
22 クロロ酢酸 60 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0
23 クロロホルム 60 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0
24 ジクロロ酢酸 60 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0
25 ジブロモクロロメタン 60 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0
26 臭素酸 60 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0
27 総トリハロメタン 60 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0
28 トリクロロ酢酸 60 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0
29 ブロモジクロロメタン 60 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0
30 ブロモホルム 60 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0
31 ホルムアルデヒド 60 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0
32 亜鉛及びその化合物 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
33 アルミニウム及びその化合物 35 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 1 4 1 1 1 1 1 4 0 1 0 1 0 1 0
34 鉄及びその化合物 29 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
35 銅及びその化合物 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
36 ナトリウム及びその化合物 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
37 マンガン及びその化合物 29 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
38 塩化物イオン 194 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 4 12 1 12 1 12 0 12 0 12 0 12 0
39 カルシウム、マグネシウム等（硬度） 29 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 4 0
40 蒸発残留物 41 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 4 1 1 0 4 0 4 0 4 0
41 陰イオン界面活性剤 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
42 ジェオスミン 191 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 0 12 0 12 0 12 0
43 ２ｰメチルイソボルネオール 191 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 0 12 0 12 0 12 0
44 非イオン界面活性剤 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
45 フェノール類 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
46 有機物（ＴＯＣ） 194 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 4 12 1 12 1 12 0 12 0 12 0 12 0
47 ｐＨ 194 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 4 12 1 12 1 12 0 12 0 12 0 12 0
48 味 180 12 0 12 0 12 0 12 0 12 0 12 0 12 0 12 0 12 0 12 0 12 0 12 0 12 0 12 0 12 0
49 臭気 194 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 4 12 1 12 1 12 0 12 0 12 0 12 0
50 色度 194 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 4 12 1 12 1 12 0 12 0 12 0 12 0
51 濁度 194 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 1 12 4 12 1 12 1 12 0 12 0 12 0 12 0

1 アンチモン及びその化合物 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
2 ウラン及びその化合物 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
3 ニッケル及びその化合物 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
4 1,2-ジクロロエタン 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
5 トルエン 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
6 フタル酸ジ(2-エチルヘキシル) 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
7 亜塩素酸 15 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0
8 二酸化塩素 15 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0
9 ジクロロアセトニトリル 15 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0

10 抱水クロラール 15 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0
11 残留塩素 15 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0
12 カルシウム・マグネシウム等（硬度） 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
13 マンガン及びその化合物 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
14 遊離炭酸 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
15 1,1,1-トリクロロエタン 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
16 メチル-ｔ-ブチルエーテル 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
17 有機物等(過マンガン酸カリウム消費量) 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
18 臭気強度(TON) 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
19 蒸発残留物 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
20 濁度 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
21 ｐｈ値 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
22 腐食性(ランゲリア指数) 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
23 従属栄養細菌 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
24 1,1-ジクロロエチレン 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
25 アルミニウム 26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0
26 ペルフルオロオクタンスルホン酸（PFOS）及びペルフルオロオクタン酸（PFOA） 16 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

クリプトスポリジウム 11 0 1 0 1 1 0 1 0 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
ジアルジア 11 0 1 0 1 1 0 1 0 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
大腸菌数（定量法） 13 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 3 0 0 0 3 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
嫌気性芽胞菌 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 3 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
農薬類（115項目） 8 0 1 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

排 ＢＯＤ 12 12
排 ＣＯＤ 12 12
排 ＳＳ 12 12
原 アンモニア性窒素 6 4 1 1
原 全窒素（TN） 4 4

於与岐浄水場 小畑第二浄水場 第三浄水場 西原 七百石第一浄水場
令和 7 年度 綾部市水道水質検査回数

水道検査
項目合計

上林浄水場 口上林浄水場 東八田浄水場 安場畑口浄水場 小仲水道 草壁水道 庄水道



別表3 「法令に基づく水質検査基準項目及び頻度」

減ずる項 省略項 区 分

1 一般細菌 1mlの検水で形成される集落数が100以下 12 36 144 11 標準寒天培地法 病原生物による汚染の指標

2 大腸菌 検出されないこと 12 36 144 11 特定酵素基質培地法

3 カドミウム及びその化合物 カドミウムの量に関して、0.003mg/L以下 4 3 12 11 誘導結合プラズマ-質量分析法

4 水銀及びその化合物 水銀の量に関して、0.0005mg/L以下 4 3 12 11 還元気化ʷ原子吸光光度法

5 セレン及びその化合物 セレンの量に関して、0.01mg/L以下 4 3 12 11

6 鉛及びその化合物 鉛の量に関して、0.01mg/L以下 4
可

※注3
3 12 11

7  ヒ素及びその化合物 ヒ素の量に関して、0.01mg/L以下 4 可※注2 3 12 11

8 六価クロム化合物 六価クロムの量に関して、0.02mg/L以下 4 可※注3 3 12 11

9 亜硝酸態窒素 0.04mg/L以下 4 3 12 11 イオンクロマトグラフ法

10 シアン化物イオン及び塩化シアン シアンの量に関して、0.01mg/L以下 4 不可 12 48 11
イオンクロマトグラフʷポス

トカラム吸光光度法

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10mg/L以下 4 3 12 14

12 フッ素及びその化合物 フッ素の量に関して、0.8mg/L以下 4 3 12 11

13 ホウ素及びその化合物 ホウ素の量に関して、1.0mg/L以下 4 3 12 11 誘導結合プラズマ-質量分析法 海水を原水とする場合不可

14 四塩化炭素 0.002mg/L以下 4 3 12 11

15 1,4-ジオキサン 0.05mg/L以下 4 3 12 11
シス-1,2-ジクロロエチレン及び

トランス-1,2-ジクロロエチレン

17  ジクロロメタン 0.02mg/L以下 4 3 12 11

18 テトラクロロエチレン 0.01mg/L以下 4 3 12 11

19 トリクロロエチレン 0.01mg/L以下 4 3 12 11

20 ベンゼン 0.01mg/L以下 4 3 12 11

21 塩素酸 0.6mg/L以下 4 12 48 0 イオンクロマトグラフ法

22 クロロ酢酸 0.02mg/L以下 4 12 48 0 液体クロマトグラフ質量分析法

23 クロロホルム 0.06mg/L以下 4 12 48 0
パージ・トラップʷガスクロ

マトグラフ質量分析法

24 ジクロロ酢酸 0.03mg/L以下 4 12 48 0 液体クロマトグラフ質量分析法

25 ジブロモクロロメタン 0.1mg/L以下 4 12 48 0
パージ・トラップʷガスクロ

マトグラフ質量分析法

26 臭素酸 0.01mg/L以下 4 可※注2 12 48 0
イオンクロマトグラフʷポス

トカラム吸光光度法

27 総トリハロメタン 0.1mg/L以下 4 12 48 0
パージ・トラップʷガスクロ

マトグラフ質量分析法

28 トリクロロ酢酸 0.03mg/L以下 4 12 48 0 液体クロマトグラフ質量分析法

29 ブロモジクロロメタン 0.03mg/L以下 4 12 48 0

30 ブロモホルム 0.09mg/L以下 4 12 48 0

31 ホルムアルデヒド 0.08mg/L以下 4 12 48 0
溶媒抽出-誘導体化-ガスクロ

マトグラフ質量分析法

32 亜鉛及びその化合物 亜鉛の量に関して、1.0mg/L以下 4 3 12 11

33 アルミニウム及びその化合物 アルミニウムの量に関して、0.2mg/L以下 4 6 18 11

34 鉄及びその化合物 鉄の量に関して、0.3mg/L以下 4 3 12 14

35 銅及びその化合物 銅の量に関して、1.0mg/L以下 4 3 12 11

36 ナトリウム及びその化合物 ナトリウムの量に関して、200mg/L以下 4 3 12 11 味

37 マンガン及びその化合物 マンガンの量に関して、0.05mg/L以下 4 3 12 14 着色

38 塩化物イオン 200mg/L以下 12
概ね1月

1回以上
不可 不可 36 144 14 イオンクロマトグラフ法

39 カルシウム、マグネシウム等（硬度） 300mg/L以下 4 3 15 11 誘導結合プラズマ-質量分析法

40 蒸発残留物 500mg/L以下 4 9 21 11 重量法

41 陰イオン界面活性剤 0.2mg/L以下 4 3 12 11 固相抽出-高速液体クロマトグラフ法 発泡

42 ジェオスミン 0.00001mg/L以下 12 36 144 11

43 2-メチルイソボルネオール 0.00001mg/L以下 12 36 144 11

44 非イオン界面活性剤 0.02mg/L以下 4 3 12 11 固相抽出-吸光光度法 発泡

45 フェノール類 フェノールの量に換算して、0.005mg/L以下 4 3 12 11
固相抽出-誘導体化ガスクロ

マトグラフ質量分析法
臭気

46 有機物(全有機炭素（ＴＯＣ）の量) 3mg/L以下 12 36 144 14 全有機炭素計測定法 味

47 pH値 5.8以上8.6以下 12 36 144 14 自動ｶﾞﾗｽ電極法

48 味 異常でないこと 12 36 144 0 官能法

49 臭気 異常でないこと 12 36 144 14 官能法

50 色度 5度以下 12 36 144 14 透過光法

51 濁度 2度以下 12 36 144 14 積分球式法

注2 過去の検査結果が基準値の2分の1を超えたことが無く、原水並びに水源及びその周辺の状況を勘案し、検査は必要でないことが明らかに認められる場合。

注3 過去の検査結果が基準値の2分の1を超えたことが無く、原水並びに水源及びその周辺の状況並びに薬品等及び式財投の使用状況を勘案し、検査は必要でないことが明らかに認められる場合。

注1 水源に水又は汚染物質を排出する施設の設置の状況から原水の水質が大きく変わる恐れが少ないと認められる場合(過去3年間に水源の種別、取水地点又は浄水方法を変更した場合を除く)であって、過去3年間につい

ての検査結果が基準値の5分の1以下であるときは、概ね1年に1回以上と、基準値の10分の1以下であるときは、概ね3年に1回以上とすることが可。

無機物

/重金属

一般有機物

消毒副生成物

着色

味

かび臭

基礎的性状

消毒に次亜塩素酸を用いる場合不可

過去の検査結果が基準値の2分の１を超えたことが無

く、原水並びに水源及びその周辺の状況を勘案し、検

査を行う必要が無いと認められる場合、省略可。

過去の検査結果が基準値の2分の１を超えたことが無

く、原水並びに水源及びその周辺の状況を勘案し、検

査を行う必要が無いと認められる場合、省略可。

可

※注2

不可

可

※注2

不可

誘導結合プラズマ-質量分析法

イオンクロマトグラフ法

パージ・トラップʷガスクロ

マトグラフ質量分析法

パージ・トラップʷガスクロ

マトグラフ質量分析

誘導結合プラズマ-質量分析法

パージ・トラップʷガスクロ

マトグラフ質量分析法

概ね1月

1回以上

不可

可

※注1

不可

可

※注1

不可

可

※注1

可

※注1

不可

可

※注1

不可

可

※注2

不可

可※注2

概ね1月

1回以上

不可

概ね3月

1回以上

概ね1月

1回以上

原則

回数/

箇所

検査回数

概ね3月

1回以上

項 水質基準項目 基準値
浄水

・水質基準、水質検査回数及び検査省略の要件並びに検査方法等

水質検査計画回数（回/年）

検査回数及び省略要件

給水 原水
検査方法

省略等の要件
備    考

3 12 1116 0.04mg/L以下 4

概ね3月

1回以上

不可

不可

可

※注3

可※注2



別表3 「法令に基づく水質検査基準項目及び頻度」

区 分

1 アンチモン及びその化合物 アンチモンの量に関して、0.02mg/L以下 1 3 12 11
水素化物発生ʷ原子吸光光度法

水素化物発生ʷ誘導結合プラズマ発光

分光分析法

誘導結合プラズマ-質量分析法

2 ウラン及びその化合物 ウランの量に関して、0.002mg/L以下(暫定) 1 3 12 11
誘導結合プラズマ-質量分析法

固相抽出ʷ誘導結合プラズマ発光分光

分析法

3 ニッケル及びその化合物 ニッケルの量に関して、0.02mg/Ｌ以下 1 3 12 11
フレームレスʷ原子吸光光度法

誘導結合プラズマ発光分光分析法

誘導結合プラズマ-質量分析法

4 ʬ欠番ʭ ―

5 1,2-ジクロロエタン 0.004mg/L以下 1 3 12 11
パージ・トラップʷガスクロマトグラ

フ質量分析法

ヘッドスペース- ガスクロマトグラフ

質量分析法

6 ʬ欠番ʭ ―

7 ʬ欠番ʭ ―

8 トルエン 0.4mg/L以下 1 3 12 11
パージ・トラップʷガスクロマトグラ

フ質量分析法

ヘッドスペース- ガスクロマトグラフ

質量分析法

9 フタル酸ジ(2-エチルヘキシル) 0.08mg/L以下 1 3 12 11 溶媒抽出- ガスクロマトグラフ質量分

析法

10 亜塩素酸 0.6mg/L以下 1 3 12 0 イオンクロマトグラフ法

11 ʬ欠番ʭ ―

12 二酸化塩素 0.6mg/L以下 1 3 12 0 イオンクロマトグラフ法

13 ジクロロアセトニトリル 0.01mg/L以下(暫定) 1 3 12 0

14 抱水クロラール 0.02mg/L以下(暫定) 1 3 12 0

15 農薬類（注） 検出値と目標値の比の和として、１以下 ー 0 0 8 農薬ごとに定められた方法による 農薬類

16 残留塩素 1mg/L以下 1 3 12 0

ジエチルʷPʷフェニレンジアミン法

電流法

吸光光度法

連続自動測定装置による吸光光度法

ポーラログラフ法

17 カルシウム、マグネシウム等（硬度） 10mg/L以上100mg/L以下 1 3 12 11
フレームレスʷ原子吸光光度法

誘導結合プラズマ-質量分析法

イオンクロマトグラフ法

滴定法

18 マンガン及びその化合物 マンガンの量に関して、0.01mg/L以下 1 3 12 11
フレームレスʷ原子吸光光度法

誘導結合プラズマ発光分光分析法

誘導結合プラズマ-質量分析法
着色

19 遊離炭酸 20mg/L以下 1 3 12 11 滴定法

20 1,1,1-トリクロロエタン 0.3mg/L以下 1 3 12 11

21 メチル-t-ブチルエーテル 0.02mg/L以下 1 3 12 11

22 有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） 3mg/L以下 1 3 12 11 滴定法

23 臭気強度（ＴＯＮ） ３以下 1 3 12 11 官能法

24 蒸発残留物 30mg/L以上200mg/L以下 1 3 12 11 重量法

25 濁度 １度以下 1 3 12 11

比濁法

透過光測定法

連続自動測定装置による透過光測定法

積分球式光電光度法

連続自動測定装置による積分球式光電

光度法

散乱光測定法

透過散乱法

基礎的性状

26 pH値 7.5程度 1 3 12 11 ガラス電極法

連続自動測定装置によるガラス電極法

27 腐食性（ランゲリア指数） ʷ１程度以上とし、極力０に近づける 1 3 12 11 計算法

28 従属栄養細菌 1mlの検水で形成される集落数が2,000以下(暫定) 1 3 12 11 R2A寒天培地法 病原微生物

29 1,1-ジクロロエチレン 0.1mg/L以下 1 3 12 11
パージ・トラップʷガスクロマトグラ

フ質量分析法

ヘッドスペース- ガスクロマトグラフ

質量分析法

一般有機化学

物質

30 アルミニウム及びその化合物 アルミニウムの量に関して、0.1mg/L以下 1 3 12 11 誘導結合プラズマ-質量分析法 着色

31
ペルフルオロオクタンスルホン酸

（PFOS）及びペルフルオロオクタン

酸（PFOA）

ペルフルオロオクタンスルホン酸

（PFOS）及びペルフルオロオクタ

ン酸（PFOA）の量の和として

0.00005mg/L以下（暫定）

ー 8 0 8 液体クロマトグラフ質量分析法
一般有機化学

物質

臭気・味

臭気・味

腐食

原水
原則

回数/

箇所

検査回数

1年1回

以上

溶媒抽出- ガスクロマトグラフ質量分

析法

パージ・トラップʷガスクロマトグラ

フ質量分析法

ヘッドスペース- ガスクロマトグラフ

質量分析法

無機物質

・重金属

一般有機化学

物質

消毒副生成物

・消毒剤

・水質管理目標設定項目、水質検査回数並びに検査方法等

項 分析項目 目標値

水質検査計画回数（回/年）

分析方法
浄水 給水

備    考



別表3 「法令に基づく水質検査基準項目及び頻度」

1
１， ３—ジクロロプロペン（Ｄ—

Ｄ） 注１）
0.05 41 シアノホス（ＣＹＡＰ）  0.003 81 フェンチオン（ＭＰＰ） 注１０）  0.006

2 ２，２—ＤＰＡ（ダラポン） 0.08 42 ジウロン（ＤＣＭＵ）  0.02 82 フェントエート（ＰＡＰ）  0.007

3 ２，４—Ｄ（２，４—ＰＡ） 0.02 43 ジクロベニル（ＤＢＮ）  0.03 83 フェントラザミド 0.01

4 ＥＰＮ 注２） 0.004 44 ジクロルボス（ＤＤＶＰ）  0.008 84 フサライド  0.1

5 ＭＣＰＡ 0.005 45 ジクワット  0.01 85 ブタクロール  0.03

6 アシュラム 0.9 46 ジスルホトン（エチルチオメトン）  0.004 86 ブタミホス 注２）  0.02

7 アセフェート 0.006 47  ジチオカルバメート系農薬 注８）
 0.005

（二硫化炭素

として）

87 ブプロフェジン  0.02

8 アトラジン 0.01 48 ジチオピル  0.009 88 フルアジナム  0.03

9 アニロホス 0.003 49 シハロホップブチル  0.006 89 プレチラクロール  0.05

10 アミトラズ 0.006 50 シマジン（ＣＡＴ）  0.003 90 プロシミドン  0.09

11 アラクロール 0.03 51 ジメタメトリン  0.02 91 プロチオホス 注２）   0.007

12 イソキサチオン 注２） 0.005 52 ジメトエート  0.05 92 プロピコナゾール    0.05

13 イソフェンホス 注２） 0.001 53 シメトリン  0.03 93 プロピザミド  0.05

14 イソプロカルブ（ＭＩＰＣ） 0.01 54 ダイアジノン 注２）  0.003 94 プロベナゾール  0.03

15 イソプロチオラン（ＩＰＴ） 0.3 55 ダイムロン  0.8 95 ブロモブチド  0.1

16 イプフェンカルバゾン 0.002 56
ダゾメット、メタム（カーバム）及び

メチルイソチオシアネート 注９）

 0.01

（メチルイソ

チオシアネー

トとして）

96 ベノミル 注11）  0.02

17 イプロベンホス（ＩＢＰ） 0.09 57 チアジニル  0.1 97 ペンシクロン  0.1

18 イミノクタジン 0.006 58 チウラム  0.02 98 ベンゾビシクロン  0.09

19 インダノファン 0.009 59 チオジカルブ  0.08 99 ベンゾフェナップ  0.005

20 エスプロカルブ 0.03 60 チオファネートメチル  0.3 100 ベンタゾン  0.2

21 エトフェンプロックス 0.08 61 チオベンカルブ  0.02 101 ペンディメタリン  0.3

22
エンドスルファン（ベンゾエピン） 注
３）

0.01 62 テフリルトリオン  0.002 102 ベンフラカルブ  0.02

23 オキサジクロメホン 0.02 63 テルブカルブ（ＭＢＰＭＣ）  0.02 103 ベンフルラリン（ベスロジン）  0.01

24 オキシン銅（有機銅） 0.03 64 トリクロピル  0.006 104 ベンフレセート  0.07

25 オリサストロビン 注４） 0.1 65 トリクロルホン（ＤＥＰ）  0.005 105 ホスチアゼート 0.005

26 カズサホス 0.0006 66 トリシクラゾール  0.1 106 マラチオン（マラソン） 注２）  0.7

27 カフェンストロール  0.008 67 トリフルラリン   0.06 107 メコプロップ（ＭＣＰＰ）  0.05

28 カルタップ 注５）  0.08 68 ナプロパミド    0.03 108 メソミル    0.03

29 カルバリル（ＮＡＣ）  0.02 69 パラコート 0.01 109 メタラキシル  0.2

30 カルボフラン  0.0003 70 ピペロホス  0.0009 110 メチダチオン（ＤＭＴＰ）  0.004

31 キノクラミン（ＡＣＮ）  0.005 71 ピラクロニル  0.01 111 メトミノストロビン  0.04

32 キャプタン  0.3 72 ピラゾキシフェン  0.004 112 メトリブジン  0.03

33 クミルロン  0.03 73 ピラゾリネート（ピラゾレート）  0.02 113 メフェナセット  0.02

34 グリホサート 注６）  2 74 ピリダフェンチオン  0.002 114 メプロニル  0.1

35 グルホシネート  0.02 75 ピリブチカルブ  0.02 115 モリネート  0.005

36 クロメプロップ  0.02 76 ピロキロン  0.05 （空白） （空白）

37 クロルニトロフェン（ＣＮＰ） 注７）  0.0001 77 フィプロニル   0.0005 （空白） （空白）

38 クロルピリホス 注２）  0.003 78 フェニトロチオン（ＭＥＰ） 注２）  0.01 （空白） （空白）

39 クロロタロニル（ＴＰＮ）  0.05 79 フェノブカルブ（ＢＰＭＣ）  0.03 （空白） （空白）

40 シアナジン  0.001 80 フェリムゾン  0.05 （空白） （空白）

注４） オリサストロビンの濃度は、代謝物である（５Z）―オリサストロビンの濃度を測定し、原体の濃度と、その代謝物の濃度を原体に換算した濃度を合計して算出すること。

注５） カルタップの濃度は、ネライストキシンとして測定し、カルタップに換算して算出すること。

注６） グリホサートの濃度は、代謝物であるアミノメチルリン酸（ＡＭＰＡ）も測定し、原体の濃度とアミノメチルリン酸（ＡＭＰＡ）の濃度を原体に換算した濃度を合計して算出すること。

注７） クロルニトロフェン(ＣＮＰ)の濃度は、アミノ体の濃度も測定し、原体の濃度とアミノ体の濃度を原体に換算した濃度を合計して算出すること。

注８） ジチオカルバメート系農薬の濃度は、ジネブ、ジラム、チウラム、プロピネブ、ポリカーバメート、マンゼブ（マンコゼブ）及びマンネブの濃度を二硫化炭素に換算して合計して算出すること。

注９） ダゾメット、メタム（カーバム）及びメチルイソチオシアネートの濃度は、メチルイソチオシアネートとして測定すること。

注11） ベノミルの濃度は、メチル—２—ベンツイミダゾールカルバメート（ＭＢＣ）として測定し、ベノミルに換算して算出すること。

・農薬類（水質管理目標設定項目、15項）の対象農薬リスト

項 分析項目
目標値

（㎎/Ｌ）
項 分析項目

注２） 有機リン系農薬のうち、ＥＰＮ、イソキサチオン、イソフェンホス、クロルピリホス、ダイアジノン、フェニトロチオン（ＭＥＰ）、ブタミホス、プロチオホス及びマラチオン（マラソン）の濃度については、それ

ぞれのオキソン体の濃度も測定し、それぞれの原体の濃度と、そのオキソン体それぞれの濃度を原体に換算した濃度を合計して算出すること。

注３） エンドスルファン（ベンゾエピン）の濃度は、異性体であるα—エンドスルファン及びβ—エンドスルファンに加えて、代謝物であるエンドスルフェート（ベンゾエピンスルフェート）も測定し、α—エンドスル

ファン及びβ—エンドスルファンの濃度とエンドスルフェート（ベンゾエピンスルフェート）の濃度を原体に換算した濃度を合計して算出すること。

注10） フェンチオン（ＭＰＰ）の濃度は、酸化物であるＭＰＰスルホキシド、ＭＰＰスルホン、ＭＰＰオキソン、ＭＰＰオキソンスルホキシド及びＭＰＰオキソンスルホンの濃度も測定し、フェンチオン（ＭＰＰ）の原体

の濃度と、その酸化物それぞれの濃度を原体に換算した濃度を合計して算出すること。

目標値

（㎎/Ｌ）
項 分析項目

目標値

（㎎/Ｌ）

注１） １，３—ジクロロプロペン（Ｄ—Ｄ）の濃度は、異性体であるシス—１，３—ジクロロプロペン及びトランス—１，３—ジクロロプロペンの濃度を合計して算出すること。




